
　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

� ２月２日　にこハチミーティング in 芦屋海浜公園

� １月 12日　令和７年遠賀郡消防合同出初式
日々の消防活動の成果を称えて日々の消防活動の成果を称えて

� ２月 18日　藍綬褒章受章報告
浅井浅井和和

かずおか ず お
生生さんの町への功績が称えられましたさんの町への功績が称えられました

　昭和 60年に芦屋町消防団第３分団に入団した浅井和生さん
は、芦屋町民の生命や財産を守るため、39年にわたり消防活
動に尽力されています。また、災害時には分団長としていち早
く現場に駆けつけ、冷静な状況判断と的確な指示により災害の
拡大を未然に防ぐなど、地域防災活動にも貢献された功績から、
令和６年藍

らんじゅほうしょう
綬褒章を受章されました。

　芦屋海浜公園駐車場で、北九州のバイク好きが集まるミーティングイベントが開
催されました。キッチンカーの出店やバイクの販売
などもある賑やかなイベントで、見とれてしまうシ
ルエットのバイクがエンジン音を響かせながら次々
と会場入り。参加者たちは互いのバイクを褒め合い
ながら、朝７時から午後３時まで、心ゆくまで大好
きな趣味の話に花を咲かせました。

　遠賀体育センターで遠賀郡 4 町の消防団員と遠賀郡消防本部
が参加して合同出初式が行われました。今年度は、あいにくの
天候不良により屋内での開催でしたが、日々の消防活動に貢献
する団員の表彰が行われました。
●藍綬褒章＝山内 誠、浅井和生
● 日本消防協会表彰 / 功績章＝中西 守。精績章＝浅井和生。

勤続章＝西田 猛。自治体消防 75 周年記念表彰　永年勤続功労者表彰＝湊寛。自治体消防 75 周年記念表彰
　消防団員家族表彰＝伊藤和博、伊藤健次、伊藤智博、伊藤龍矢

●福岡県知事表彰＝大庭範久、原﨑功典、志垣拓哉、後藤了輔、本田 新
● 福岡県消防協会長表彰 /40 年勤続＝中西 守。35 年勤続＝石橋郁夫。30 年勤続＝伊藤健次。25 年勤続＝山

口康徳、中村安志。20 年勤続＝大庭範久、原﨑功典、後藤了輔、本田 新。15 年勤続＝石橋裕作、長野将広。
10 年勤続＝川島康佑、伊藤智博、豊長雄太。優良団員表彰＝中西智昭、木下達貴、竹岡裕太

●消防協会遠賀支部長表彰＝中西晃平、今重幸裕
●団長表彰＝入江翔悟、小手川 孝一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［敬称略］

８時間耐久！バイクミーティング８時間耐久！バイクミーティング

広報あしや　2025.4 ⑧



芦屋に帰ってきた芦屋に帰ってきた芦芦
あしやあられじしんなりがまあしやあられじしんなりがま
屋霰地真形釜屋霰地真形釜を県知事にお披露目！を県知事にお披露目！
� 12月 14日　福岡県知事芦屋釜の里訪問
　令和 6 年 11 月 1 日にリニューアルオープンし
た芦屋釜の里資料館に、服部誠太郎福岡県知事が
訪問しました。釜の入手から現在に至るまでの説
明などを聞いた後、実物の重要文化財芦屋霰地真
形釜を見学しました。美しく整然と並ぶ霰の文様
をじっくりと眺めた服部知事からは、感嘆の声が
あがりました。その後、復興工房にて、芦屋鋳物
師の樋口陽介さんから、鋳型や材料を用いながら
釜の製造工程の説明を受けました。
　最後に、大茶室で抹茶を飲みながら、釜の文化
や福岡県内を巡るお茶に関するツアー開催の可能
性など、今後の芦屋釜の展望を波多野町長と語り
合いました。

� 12 月７日　第 26回芦屋町人権まつり
人権を考える１日人権を考える１日

　町民会館で芦屋町人権まつりが開催され、演奏や踊
りで賑わうふれあいイベント、青少年の主張大会、講
演会が行われました。青少年の主張大会では、児童・
生徒９人が、「人を見た目で差別することのない世の
中に」など、それぞれの思いを発表していました。講
演会では、フリーアナウンサーで人権擁護委員でもあ
る松本久美子さんから「認め合う心～ガラスの壁を越
えて～」と題して講演がありました。「今でも食事の
席で若い女性が全員の食事を取り分けることが当たり
前のような社会を見かける。こういったガラスの壁＝
性的役割分担意識を見直していくことが大切だ」と明
るい語り口で投げかけていました。

今年もクリスマスのプレゼント今年もクリスマスのプレゼント
12月４日　日本モーターボート選手会福岡支部
12月 23 日　　　　　航空自衛隊准曹会芦屋支部

　日本モーターボート選手会福岡支部から、町内６つの保育所（園）、幼
稚園の園児へクリスマスプレゼントが贈られました。山鹿保育所の園児
たちは、川上 剛選手をはじめとする選手の皆さんからお菓子を受け取り、
声を合わせて感謝の言葉を伝えました。
　また、航空自衛隊准

じゅんそうかい
曹会芦屋支部か

ら、障がい福祉サービス事業所みどり
園の利用者の皆さんへクリスマスプレ
ゼントが贈られました。みどり園の皆
さんは、笑顔でお礼を伝えていました。
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